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マイナンバー制度、
始まります。

　　　平成２７年１０月から、マイナンバーを一人一人にお届けします。
●マイナンバーは国民一人ひとりが持つ１２桁の番号です。

●平成２８年１月から社会保障・税・災害対策の行政手続で利用が始まります。

●マイナンバーは生涯を通じて利用し、原則変更されませんので、大切にしてください。

　　　行政手続きが、早く、簡単かつ正確に行えるようになります。
●�社会保険の手続や源泉徴収票などにマイナンバーを記載し、行政手続で利用することで、確
認作業の無駄が削減され、また添付書類の省略による簡素化が図られます。

●�正確な情報に基づく確認により、給付金等の不正受給を防止できるなど、公平・公正な社会
を実現します。

　　　�事業者のみなさまは、行政手続などのため、
　　　従業員などのマイナンバーを取り扱います。

●�事業者は、社会保険の手続や源泉徴収票の作成などにおいて、従業員などからマイナンバー
の提出を受け、書類などに記載します。

●�個人情報を守るため、マイナンバーは、法律で定められた範囲以外での利用が禁止されており、
またその管理に当たっては、安全管理措置などが義務付けられます。

　　　�そのため、特定個人情報保護委員会では、法律が求める保護措置及びその解釈について、
具体例を用いて分かりやすく解説したガイドラインを作成しています。

　　　（※ ガイドラインでは、中小規模事業者に対する特例を設けることにより、実務への
影響を配慮しています。）

もっと詳しく知りたい方は　　　　　　　　　　　　　で検索。

またはコールセンター0570-20-0
マ イ ナ ン バ ー

178へお問い合わせください。
（受付時間）土日祝日、年末年始を除く 9:30 ～ 17:30

マイナンバー
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●
と
こ
ろ

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
内
牧
）

●
受
講
料

　

 

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料

な
ど
７
０
０
０
円
程
度
必
要
。）

●
申
込

　

 

直
接
、
会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
㈶
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

熊
本
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座
募
集

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
は
自
殺

予
防
を
第
一
の
使
命
と
し
て
、

１
９
８
５
年
に
開
局
し
、
多
く
の

相
談
を
受
け
、
現
在
も
１
日
平
均

50
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら

保
育
料
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
新
制
度
で
は
、
就
学
前
の
お

子
さ
ん
が
保
育
園
な
ど
を
利
用
す

る
た
め
の
料
金
に
つ
い
て
、
国
が

定
め
る
基
準
額
を
上
限
に
市
が
定

め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
市

の
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
が

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
保
育
料
は
、
市
の
予
算
編
成
、

関
係
規
則
な
ど
の
整
備
を
経
て
、

３
月
中
に
確
定
し
ま
す
の
で
、
保

護
者
の
方
に
は
、
確
定
後
、
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

※ 

４
月
か
ら
の
保
育
料
の
基
準
表

に
つ
い
て
は
、
阿
蘇
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
市
役
所
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
２
２
‐
３
１
６
７

熊
本
県
に
林
業
死
亡
労
働

災
害
多
発
警
報
発
令
中
！

　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
、
平

成
26
年
次
の
林
業
に
お
け
る
死
亡

労
働
災
害
が
３
件
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
熊
本
県
に
『
林
業
死
亡

労
働
災
害
多
発
警
報
』
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。（
発
令
期
間
：
３
月

21
日
土
ま
で
）

 　
事
業
主
は
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
ほ
か
、
作
業
者
も
安

全
な
作
業
手
順
を
遵
守
す
る
な

ど
、
労
働
災
害
の
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

問
阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

　
☎
２
２
‐
１
１
１
７

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

（
面
会
交
流
）

　
こ
の
事
業
は
、
離
婚
ま
た
は
別

居
に
よ
り
子
ど
も
と
別
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
親
が
、
子
ど
も
と
会
っ

て
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て

交
流
す
る
「
面
会
交
流
」
を
支
援

員
が
双
方
の
親
と
相
談
し
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
面
会
交
流
の
当
日
の
付
き
添

い
な
ど
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

問
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
１
３
６

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会

参
加
と
自
立
を
支
援
す
る
手
話
奉

仕
員
派
遣
事
業
を
担
う
人
材
養
成

講
座
で
す
。

●
講
座
内
容
と
日
程

【
入
門
課
程
（
18
日
程
度
）】

▼
４
月
10
日
金
か
ら
８
月
７
日
金

【
基
礎
課
程
（
28
日
程
度
）】

▼
９
月
４
日
金
か
ら
３
月
25
日
金

※ 

い
ず
れ
も
毎
週
金
曜
日
、
午
後

６
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
30
分

ま
で
。

※ 

基
礎
課
程
受
講
者
は
、
入
門
課

程
を
履
修
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
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広
告

み ん な の 広 場

一の宮マリンズ少年野球クラブ
体験入団のご案内

　「礼に始まり、礼に終わる」を基本
理念に、20 年目を迎える一の宮マリ
ンズの体験会を行います。初めての方
でも大歓迎です。ぜひご参加ください。
●とき　３月７日土・22 日日
　10:00 ～ 12:00
●ところ　一の宮体育館横グラウンド
　　　　　※雨天時は一の宮体育館
●対象　阿蘇郡市の小学生
※ 運動のできる服装で参加してくださ

い。グローブがありましたらご持参
ください。

●問い合わせ　
　阿蘇スポーツ（宮地）☎ 22-0733

募

集
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人工透析センター

　
そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
０
０
円

● 

申
込
先　
熊
本
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
（
平
日
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
電
話
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。）

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
３
４
３

第
14
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

　
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
予
選
会
を
兼
ね
た
「
く
ま
も
と

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

● 

と
き　
５
月
17
日
日
※
水
泳
競

技
は
４
月
26
日
日

● 

競
技
種
目　
▼
陸
上
競
技
▼
卓

球
▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

（
※
１
）▼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
※

１
）
▼
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
※
２
）

▼
水
泳

（
※
１
）
身
体
障
が
い
児
者
の
み

（
※
２
）
知
的
障
が
い
児
者
の
み

●
参
加
資
格

▼ 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
県
内
の
施
設
・
学
校
な
ど
に

在
籍
し
て
い
る
人

▼ 

年
齢
13
歳
以
上
の
人
（
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
）

▼ 

身
体
障
が
い
の
部
…
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

▼ 

知
的
障
が
い
の
部
…
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
人
ま
た
は
そ

の
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障
が

い
の
あ
る
人

●
申
込
締
切　
３
月
11
日
水
ま
で

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
総
合
福
祉
係

☎
２
２
‐
３
１
６
７

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
会

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
方

や
、も
っ
と
活
用
し
た
い
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

と
き
・
と
こ
ろ　

▼
３
月
11
日
水

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
（
宮
地
）

▼
３
月
12
日
木

　
あ
ー
と
ち
（
内
牧
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
参
加
料　
無
料

問
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

☎
２
３
‐
６
０
０
９

25 広報あそ 2015.03

　

生
き
る
こ
と
へ
の
葛
藤
を
抱

え
、
苦
し
ん
で
い
る
方
を
こ
れ
か

ら
も
支
え
続
け
て
い
く
た
め
に
、

熊
本
い
の
ち
の
電
話
で
は
毎
年
、

電
話
相
談
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
自
己
を
見
つ
め
、
他
者
を
理
解

す
る
研
修
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

相
談
員
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
方

も
自
分
を
振
り
返
る
場
と
し
て
こ

の
講
座
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
の
み
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　
４
月
30
日
木
ま
で

●
研
修
方
法　
５
月
12
日
火
開
講

※ 

毎
週
火
曜
日
、
午
後
６
時
30
分

か
ら
２
時
間
。

● 

と
こ
ろ　
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
熊

本
市
中
央
区
新
町
）

●
受
講
料　

▼ 

前
期　
５
月
～
９
月

▼
後
期  

10
月
～
３
月

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 0 件 4 件  減
林 野 0 件 0 件 －件  －
車 両 0 件 0 件 －件  －
その他 1 件 1 件 1 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 5 件 5 件 2 件  増
死 者 0 人 0 人  －人  －
負傷者 7 人 7 人 3 人  増

人数・世帯数 前月比
人 口 27,845 人 20 人 減
男 性 13,136 人 11 人 減
女 性 14,709 人 9 人 減
世 帯 11,303 世

帯 9 世
帯 増

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 636.0㌧ 14.9㌧  減
資源ごみ 61.3㌧ 2.5㌧  減
不燃ごみ 11.4㌧ 7.2㌧  増
1 人当たりの量 810㌘ 25㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（1 月 31 日時点）

（1 月期）

（1 月期）

（1 月期）

広
告

催

し
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School introduction ●●●●

第 16回 宮 地 小 学 校
所在地／阿蘇市一の宮町宮地 2511 番地
生徒数／ 376 人　　創立／明治 6 年　
学校長／工藤 英治　　教頭／永田 裕通

● School Profile

Part2

教育目標　心豊かで、自ら学び、たくましく生きる宮地っ子の育成 ～元気・笑顔～

児童会目標　元気・やる気・根気！笑顔いっぱい宮地小

ＰＴＡ活動スローガン　広げよう！元気な笑顔 宮地の和

元気に外で遊ぶ子どもたち
　宮地小学校一番の自慢は、元気に外で遊ぶこ
と。寒い冬でも、みんな元気に外で遊んでい
ま す。 月・ 水・
金曜日は朝のラ
ンニングを行っ
ています。体育
委員の合図でス
タートします。

親子の元気・笑顔のために

　ＰＴＡ各委員会主催による充実した教育活動
が行われています。レクリェーション大会、座
談会、親の学びプログラム、花植え、料理教室、
教育講演会など、親も子も元気・笑顔になる活
動を行っています。
　２月８日には、テレビ番組の人気企画『逃走
中』を行いました。親がハンターとなり、子ど
もは逃走！５つのミッションと復活ゲームが準
備され、親子で楽しい時間を過ごしました。

　小中連携による学力充実
　９年間を見通し
て学力の向上を図
るため、一の宮中
学校が取り組んで
いる「You I トー
ク」を学習過程に位置づけています。互いの考
えを伝え合い、自分の考えを広げたり深めた
りする時間です。「You I トーク」をとおして、
よりよい課題解決を図るとともに、互いの考え
が生かされた経験を積むことで、他と関わる豊
かな心を育てていきます。

世界ジオパークという舞台で生きる

　阿蘇を愛し誇りに思う心を育てるために色々
な体験学習を行っています。草原学習では、草
泊まり作りや野焼き体験などをとおして、阿蘇
の草原が人の営みの中で守られてきたことを学
びました。伝統芸能の牛舞いは、地域の方のご
指導とともに、上級生が下級生に舞いを伝えて
きました。モーモーフェスタ、県赤牛振興大会、
学習発表会、市芸術祭等で披露していくなかで
自信と誇りを持つことができました。


